
世界健康安全保障イニシアティブについて 
 
１．経緯 
  ２００１年９月のアメリカにおける同時多発テロを受け、アメリカ・カナダ

政府の呼びかけにより、世界的な健康危機管理の向上及びテロリズムに対する

準備と対応に係る各国の連携等について話し合うことを目的に各国保健相レベ

ルの会合（世界健康安全保障イニシアティブ Global Health Security Initiative：
GHSI）が２００１年１１月に発足。 

 
 閣僚級会合の下に、以下のグループを設置。 

○ 世界健康安全保障行動グループ（Global Health Security Action Group: 
GHSAG）：実務レベルで協議するための局長クラスの作業グループ。我が国

からは、技術総括審議官をメンバーとして登録。 
○ 専門家会合（Working Group: WG）：生物・化学テロ等の健康被害への対応

について、専門分野毎に技術的な検討作業を行うための専門家グループ。 
 
２．構成 
 日本、カナダ、アメリカ、メキシコ、イギリス、フランス、ドイツ、イタリア 
 （欧州委員会（EC）、世界保健機関（WHO）はオブザーバー参加） 
 
３．閣僚級会合開催状況 
   ○平成１３年１１月 ７日 第１回（於オタワ） 
   ○平成１４年  ３月１４日 第２回（於ロンドン） 
   ○平成１４年１２月 ６日 第３回（於メキシコシティー） 
      ○平成１５年１１月 ６日  第４回（於ベルリン） 
      ○平成１６年１２月１０日  第５回（於パリ） 
      ○平成１７年１１月１８日 第６回（於ローマ） 
      ○平成１８年１２月 ７日 第７回（於東京） 

○平成１９年１１月 ２日 第８回（於ベセスダ、ワシントン D.C.） 
○平成２０年１２月 ５日 第９回（於ブリュッセル） 
○平成２１年１２月 ４日 第１０回（於ロンドン）予定 

 
４．専門分野の状況 
（１）リスク管理及びコミュニケーションＷＧ   議長：英国・カナダ 
     コミュニケーターズネットワーク    牽引：米国・カナダ 
（２）実験施設ネットワーク（ラボネット）    議長：カナダ 
（３）パンデミックインフルエンザＷＧ      議長：米国・英国 
（４）化学イベントＷＧ             議長：日本 
（５）核・放射線源の脅威ＷＧ          議長：フランス 
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